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　また、本学術総会では12題のシンポジウムに加え、

「機能分化と連携の今〜統合・再編、連携推進法人を

めぐって〜」と題して会長特別企画を実施いたしまし

た。全国自治体病院協議会会長の小熊 豊先生と神戸大

学医学研究科特命准教授の小林大介先生を座長として、

４名の演者からお話をいただきました。

　第１席の地域医療連携推進法人上川北部医療連会推

進機構代表理事の佐古和廣先生からは、「地域医療を守

るための医療連携推進法人」と題してご講演いただき、

佐古先生は「急性期医療から回復期医療・慢性期医療を

継続的に安定的に提供していくために、2020年９月に

名寄市病院事業と士別市病院事業で地域医療連携推進

法人上川北部医療連会推進機構を立ち上げた。将来的

にはこの圏域全ての医療機関が参加することを目指し

ているが、既に2病院で高度急性期・急性期医療の85%

を担っている」状況について詳しく紹介されました。

　第２席の米沢市病院事業管理者の渡邊孝男先生から

は、「地域医療構想実現のため、『地域医療連携推進法人』

を設立して診療機能分化・連携強化を進め、連結型で

の両新病院建設に取り組む米沢市立病院と一般社団法

人・三友堂病院の現状と課題」と題してご講演いただき、

渡邊先生は「これまで急性期医療を担ってきた両病院間

で機能分化と連携強化について協議し、過剰な急性期

病床を削減して米沢市立病院が担い、三友堂病院は不

足している回復期病床を拡充する。同時に、米沢市立

病院で担っていた健診や訪問看護、慢性期人口透析の

部門を集約し、地域医療連携推進法人を設立すること

となった」とその経緯を説明されました。

　第３席の地方独立行政法人玉野医療センター玉野市

民病院院長の山原茂裕先生からは、「自治体病院と企業

立病院の統合から地方独立行政法人へ」と題してご講演

いただき、山原先生は「玉野市民病院は赤字が続いてい

たため、医療連携推進法人設立や指定管理者制度の導

入などを検討したが結論には至らなかった。そのよう

な折、企業立病院の玉野三井病院でも医師不足と施設

老朽化の問題があり、病院事業の存続が検討されてい

た。そこで２病院の経営統合の話が進み、新病院を整

備することとなった」と語られました。

　第４席の兵庫県病院事業管理者の杉村和朗先生から

は、「兵庫県における統合・再編の現状と課題」と題して

ご講演いただき、杉村先生は「病院の統合・再編を成功

させるためには、大学の強力な支援や推進する管理者

の強いリーダーシップが必要である」と指摘され、県内

で取り組んできた事例などについて解説していただき

ました。

　最後になりますが、宮﨑理事長はじめ、学会会員の

諸先生、学会本部の皆様には学術総会の準備に際し大

変お世話になりました。また、シンポジウムやプロ

グラムの企画には多くの先生方にもご助言いただき、

様々なテーマを企画することができましたこと、改め

て深く感謝申し上げます。また、新型コロナウイルス

感染症が終息しない中、神戸までお越しいただいた一

般演題発表者・座長並びに参加者すべての皆様に厚く

御礼申し上げます。

　来年度の第25回日本医療マネジメント学会学術総

会は、横浜メディカルグループ菊名記念病院理事長の

山本 登先生を会長として神奈川県横浜市で６月に開催

されます。現地で学会会員の皆様とお会いできますこ

とを楽しみにしております。

学会賞を受賞して

東京医科歯科大学病院クオリティ・マネジメント・センター

森脇睦子

　この度は、学会賞という栄誉ある賞を頂き、本学会

の理事長 宮﨑久義先生、関係者の皆様に心より感謝申

し上げます。私どもの論文は「患者構成の違いに着目

した病棟毎の医療機能評価手法の検討」で、当時、病

床機能報告制度の開始を受け、当院では高度急性期と

急性期の病床割合の報告に向けた検討を重ねる中、上

席の伏見清秀教授より、「病床割合を決める方法論を考

えるように」との指示を受けて行った分析を院内に報

告し、論文として取り纏めたものでございます。国策

を受けた院内の取り組みをご評価いただき、また、こ

のような機会を与えて頂きました伏見清秀先生並び

に、分析にあたりご助言・ご支援頂きました同部署の

鳥羽 三佳代先生、研究員の高橋千尋さんに深謝いたし

ます。院内に蓄積されたデータは組織の意思決定に有

用です。データの利活用によりマネジメントや質改善

の一助を担えるよう今後も研鑽を重ねたいと考えてお

ります。この度は誠にありがとうございました。

学会賞を受賞して

唐津赤十字病院医療社会事業課　志波孝治

　この度は、令和元年度学会賞に選考頂き、宮﨑久義

理事長をはじめ選考委員の方々に厚く御礼申し上げま

す。投稿しました「病院薬剤師が抗血栓薬使用に助言・

介入することによる影響の評価」は、抗血栓薬を使用し

ている方が術前に抗血栓薬の使用を一時中断する際に

インシデント・アクシデントを未然に防ぐため、病院

薬剤師が介入・調整することは効果的であったことを


